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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

新
た
な
地
平
を
望
め
る
日
陽
園
！

二
〇
一
九
年
八
月
一
日
、
レ
ダ
基
地
を
中
心
と
す
る
日
陽
園

開
発
計
画
は
、
二
十
一
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
自
然
環
境
の
保

護
、
人
類
の
食
料
問
題
の
解
決
、
平
和
地
球
村
の
実
現
を
目
指

し
、
四
百
年
の
未
来
を
も
視
野
に
入
れ
た
壮
大
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
、

二
十
年
前
の
こ
の
日
、
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
ホ
テ
ル
・
ア
メ
リ
カ
ー

ノ
に
お
い
て
、
文
鮮
明
師
に
よ
っ
て
詳
し
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

文
師
夫
妻
は
こ
れ
に
先
立
ち
、
ア
マ
ゾ
ン
と
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
地

域
と
を
親
し
く
探
索
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
モ
デ
ル
福
地
建

設
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
、
当
会
の
先
輩
た
ち
に
託
さ
れ
ま
し
た
。

大
き
な
節
目
を
迎
え
る
直
前
の
七
月
二
十
七
日
、
キ
ム
・
サ

ン
ソ
ク
師
と
ソ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
師
が
レ
ダ
基
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

キ
ム
師
は
日
本
人
の
夫
人
と
共
に
、
一
九
九
七
年
か
ら
三
年
間
、

オ
リ
ン
ポ
に
お
い
て
、
小
さ
な
家
屋
で
文
師
夫
妻
と
寝
食
を
共

に
し
な
が
ら
夫
妻
に
仕
え
た
方
で
す
。
当
時
の
稀
有
な
体
験
談

を
、
レ
ダ
基
地
在
住
者
に
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
翌
日
に

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
現
場
を
巡
り
、
闊
達
な
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
入
れ
て
撮
影
し
た
ほ
か
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
と
プ
エ
ル
ト
・
カ

ナ
ン
を
精
力
的
に
視
察
し
て
行
き
ま
し
た
。
韓
鶴
子
総
裁
に
リ

ア
ル
で
詳
細
な
報
告
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

通
信
環
境
の
面
で
も
大
き
な
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
キ
ャ
リ
ア
大
手
のC

O
P
A
C
O

社
（
旧A

N
T
E
L

C
O

社)

が
、
レ
ダ
の
中
継
所
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
ま
で
高
速
通

信
の
可
能
な
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
し
ま
す
。
そ
し

て
半
径
１
０
０
ｍ
を
カ
バ
ー
す
るW

i
F
i

ア
ン
テ
ナ
を
二
基
設
置

す
る
た
め
、
基
地
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
は
、
八
月
十
五
日
か
ら
四
十
日
間
の
特

別
研
修
会
が
予
定
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
は
そ
の
受
け
入
れ
準
備
に

奔
走
し
て
い
ま
す
。
参
加
予
定
者
は
、
グ
ァ
ラ
ニ
族
の
村
長
、

校
長
ほ
か
の
指
導
者
を
中
心
と
す
る
壮
丁
三
十
名
。
そ
の
先
住

民
村
で
テ
ン
ト
生
活
を
し
な
が
ら
教
育
活
動
を
し
て
い
る
中
田

実
氏(

現
地
法
人
理
事
長)

に
よ
れ
ば
、
村
は
緑
に
包
ま
れ
た
豊

穣
の
地
で
す
が
、
交
通
の
便
が
極
め
て
悪
い
た
め
、
現
代
文
明

の
害
悪
に
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
、
純
真
な
人
々
だ
そ
う
で
す
。

新
た
な
地
平
が
見
え
始
め
た
日
陽
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
多

く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。(

八
月
十
二
日
記)

レダに到着したキム・サンソク師(中央青紫色)とソ・ジョンソン師(その右)を迎えるレダ基地スタッフ、従業員たち。7月27日

40日の研修会に備え、木製ベッドを大量生産中。 光ファイバーケーブルの電柱を立てる作業。 COPACOの通信アンテナ。

21年目の日陽園



今レダ基地では

光ファイバーケーブルを埋設するための準備工事。8月5日

キム師、ソ師、中田氏、佐野氏がボートでレダに到着。7月27日青年たちに語る、キム師とソ師(食卓右側)。7月29日

固い地面を果敢に掘る江頭君。8月5日 大山氏がパクーの餌やり作業。8月5日 小川氏が釣ったパクー 51cm 4.5kg 8月4日

小鳥も寒くて丸くなった。8月5日 加藤君21歳の誕生祝い。8月13日 豚のため日曜日も働く土弘君(右) 8月4日

養殖研究に励む友谷将明君(左)と加藤誠隆君。8月14日



Ｑ
レ
ダ
で
担
当
し
た
こ
と
は
？

Ａ
初
め
に
タ
ロ
イ
モ
栽
培
を
手
伝
い
、
そ
の
後
三
人
の
鮮
文

大
研
究
生
か
ら
エ
ビ
養
殖
の
研
究
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

Ｑ
レ
ダ
で
最
も
苦
心
し
た
こ
と
は
？

Ａ
鮮
文
大
生
が
三
人
で
担
当
し
て
い
た
研
究
を
一
人
で
引
き

継
い
だ
た
め
、
作
業
量
が
多
く
て
大
変
で
し
た
。
研
究
所
に

は
水
槽
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
特
に
午
前
六
時
か
ら
十
時

ま
で
は
瞬
時
も
休
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

日
曜
日
も
自
由
時
間
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
後
、
少
し
ず
つ
水
槽
の
数
を
減
ら
し
た
り
、
孵
化
回
数
を

減
ら
し
、
一
人
で
も
続
け
ら
れ
る
規
模
に
し
ま
し
た
。

突
然
停
電
に
な
る

と
、
水
槽
に
空
気
を

送
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
の
で
、
す
ぐ

に
発
電
機
を
始
動
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
養
豚
を
担
当

し
て
い
る
土
弘
さ
ん

が
、
夜
間
の
停
電
時

に
は
駆
け
つ
け
て
く

だ
さ
る
の
で
、
と
て

も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
レ
ダ
で
嬉
し
か
っ

た
こ
と
は
？

Ａ
新
し
く
青
年
二
人

が
来
て
く
れ
て
、
エ
ビ
養
殖
の
研
究
を
引
き
継
い
で
く
れ
た

こ
と
で
す
。
引
き
継
ぎ
期
間
は
わ
ず
か
二
週
間
足
ら
ず
で
し

た
が
、
熱
心
に
学
ん
で
、
研
究
内
容
と
関
連
業
務
を
相
続
し

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
レ
ダ
で
は
新
し
い
人
と
の
つ
な
が

り
が
で
き
た
こ
と
も
喜
び
で
す
。
今
ま
で
全
く
知
ら
な
か
っ

た
青
年
た
ち
と
も
親
し
い
関
係
が
築
け
ま
し
た
。

Ｑ
初
め
て
レ
ダ
に
来
た
わ
け
で
す
が
、
第
一
印
象
は
？

Ａ
レ
ダ
に
は
山
が
全
く
な
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
夜
空

の
星
の
美
し
さ
も
、
心
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

Ｑ
将
来
の
抱
負
は
？

Ａ
ま
ず
は
大
学
に
復
学

し
て
、
農
業
を
学
び
ま

す
。
卒
業
後
は
、
食
糧

問
題
の
解
決
に
資
す
る

農
業
・
水
産
業
に
携
わ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
メ
キ
シ
コ
、
中
国
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど

の
乾
燥
地
で
行
わ
れ
て

い
る
ア
ク
ア
ポ
ニ
ク

ス
に
も
関
心
を
持
っ

て
い
ま
す
。
個
人
的

な
趣
味
と
し
て
は
、

不
思
議
な
モ
ア
イ
像

の
あ
る
イ
ー
ス
タ
ー

島
、
特
異
な
自
然
史

を
持
つ
ガ
ラ
パ
ゴ
ス

諸
島
、
広
大
な
モ
ン

ゴ
ル
の
放
牧
地
な
ど

に
も
行
っ
て
み
た
い

で
す
。
た
だ
、
将
来

の
大
き
な
人
生
計
画

に
つ
い
て
は
、
結
婚

相
手
の
協
力
が
必
要

な
こ
と
な
の
で
、
現
時
点
で
は
ま
だ
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

Ｑ
結
婚
相
手
と
な
る
人
が
い
る
の
で
す
か
？

Ａ
日
本
に
帰
っ
た
ら
、
見
合
い
を
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
日
本
の
皆
様
に
何
で
も
ひ
と
こ
と
、
ど
う
ぞ
。

Ａ
自
然
か
ら
し
か

学
べ
な
い
こ
と
が

ら
は
、
無
数
に
あ

り
ま
す
。
「
い
ろ

い
ろ
な
所
に
行
っ

て
見
な
さ
い
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
、
様
々
な

世
界
に
出
か
け
て

行
き
、
自
分
の
目

で
見
る
こ
と
を
お

奨
め
し
た
い
と
思

い
ま
す
。(

八
月
五

日
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
写
真
：
小
田)

水
田
展
聖
（
み
ず
た
て
ん
せ
い
）
君(

20)

は
、
岡
山
県
生
ま

れ
で
、
現
在
鳥
取
大
学
農
学
部
の
三
年
生
。
去
る
四
月
中
旬

か
ら
四
か
月
間
、
レ
ダ
基
地
で
奉
仕
活
動
に
勤
し
み
ま
し
た
。

八
月
七
日
、
水
田
君
が
舟
で
帰
国
の
途
に
就
い
た
後
「
彼
は

専
門
外
の
研
究
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
っ
た
一
人
で
、
よ
く

頑
張
っ
て
く
れ
た
な
あ
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

ビーカー内のエビの幼生を観察する水田君。

エビの餌になるアルテミア2匹。

後継者の一人、友谷君(左)と水田君。8月5日

日本への出発の朝、残る青年たちと。8月7日

エビ養殖の研究に没頭する水田君。 8月5日、パンタナール研究所。



七
月
二
十
七
日
（
土
）
、
午
前
十
時
二
十
分
か
ら
午
後
四

時
す
ぎ
ま
で
、
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
棟
四
〇
一
号
室
に
お
い
て

「
第
二
〇
回
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
研
修
会
（
ワ
ン
デ
イ
セ
ミ

ナ
ー
）
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
法
人
と
特
定
非
営
利
活
動

法
人
「
地
球
の
緑
を
守
る
会
」
の
共
催
で
す
。
以
下
、
後
藤

誠
一
実
行
委
員
長
の
報
告
を
簡
略
的
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

東
海
地
方
に
台
風
が
接
近
す
る
中
、
天
候
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
太
陽
が
燦
燦
と
降
り
注
ぐ
真
夏
の
中
で
の
セ
ミ
ナ
ー

と
な
り
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
八
十
名
で
し
た
。

研
修
会
は
、

実
行
委
員
長

の
挨
拶
に
始

ま
り
、
柴
沼

邦
彦
理
事
に

よ
る
「
レ
バ

レ
ン
ド
・
ム
ー

ン
の
思
想
と

レ
ダ
開
発
」
。

レ
ダ
開
拓

は
ま
さ
に
地

獄
の
よ
う
で

あ
っ
た
が
、

文
先
生
の
願

い
を
果
た
す

べ
く
今
日
ま

で
２
０
年
間

歩
み
続
け
て

き
た
こ
と
、

ま
た
そ
の
中

で
、
青
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、

会員種別
♠会員一口1000円／月
♠特別会員一口１万円／月
♠法人会員一口１万円／月
※いずれも口数は申込者が申告

会費は、毎月の引き落とし方式です。
会費振替用口座 ゆうちょ銀行

00290-5-113072
加入者名：シャ）南北米福地開発協会

入会申し込みと同時に手続きをお願い申し上げ
ます。それが確認でき次第、会員番号を確定し、
ご案内いたします。

♥入会申込書は、左記の事務局にお申しつけく
ださい。ホームページからも入手できます。

一般社団法人
南北米福地開発協会 事務局
〒213-0001
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話: 044-829-2821
FAX: 044-829-2820

ゆうちょ銀行（旧一般会員会費納入）
記号10280 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会
E-メール:office@asd-nsa.com
ホームページ:https://asd-nsa.com
Facebook:https://www.facebook
.com/ledaproject.jp/

養
殖
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
通
じ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
大
統

領
が
、
レ
ダ
に
ま
で
来
ら
れ
た
こ
と
等
が
写
真
と
共
に
紹
介

さ
れ
、
参
加
者
皆
が
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

講
義
の
後
、
緑
に
囲
ま
れ
た
中
で
の
写
真
撮
影
を
し
、
そ

の
後
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
の
食
堂
で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。

午
後
は
１
２
時
４
０
分
か
ら
、
地
球
の
緑
を
守
る
会
の
高
津

啓
洋
理
事
長
に
よ
る
講
義
が
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
日
、
森

の
消
滅
・
地
球
の
温
暖
化
が
問
題
と
な
る
中
、
地
球
の
緑
を

守
る
会
の
パ
ラ
グ
ア
イ
で
の
植
樹
活
動
へ
の
取
り
組
み
と
共

に
、
南
米
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
に
生
息
す
る
様
々
な
動
物
（
タ
ガ

メ
、
ワ
ニ
、
ピ
ラ
ニ
ア
、
ガ
ラ
ガ
ラ
蛇
の
し
っ
ぽ
等
）
の
標

本
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
来
年
は
緑
の
会
と
し
て
レ
ダ

に
行
く
決
意
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
青
年
中
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
１
年
間
レ
ダ
に
滞
在

し
た
米
田
君
か
ら
、
レ
ダ
で
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
が

写
真
と
共
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
南
北
米
の
中
田
欣
宏
理
事
長
に
よ
る
「
レ
ダ
に

お
け
る
今
後
の
展
望
」
と
題
し
、
２
０
周
年
に
向
け
た
日
本

で
の
取
り
組
み
や
、
自
立
に
向
け
た
取
り
組
み
、
通
信
環
境

の
改
善
、
道
路
や
交
通
網
の
整
備
等
近
未
来
の
希
望
あ
る
報

告
も
あ
り
、
家
庭
の
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
に
参
加
者
は

大
変
希
望
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

お便り募集

読者の皆様からのお便りを
募集します。本紙記事へのご
感想や提案、皆様個人やご
家庭での歩み、あるいはグルー
プや支部での活動と関連写
真、イラストなどをお待ちして
います。宛て先は、事務局：
office@asd-nsa.com
へお願いします。

ルリタテハの手乗り

台風接近の中、太陽が燦燦と降り注ぐ。7月27日（撮影：石川）

今
後
の
展
望
に
期
待
集
ま
る

第
二
十
回
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
研
修
会

★
二
十
年
の
歩
み
が
国
を
動
か
す
ま
で
に
（
柴
沼
）

★
パ
ラ
グ
ア
イ
緑
化
の
口
火
と
な
っ
て
（
高
津
）

★
レ
ダ
で
得
た
、
若
き
希
望
の
輝
き
（
米
田
・
島
田
）

令和元年10月14日（体育の日）午後４時～７時

開場：午後３：３０

開会：午後４：００

会場：京王プラザホテル

一部：記念式典４F大宴会場『扇』

二部：懇親会 ４F中宴会場『花』

会費：式典と懇親会参加（10,000円）

式典のみ参加（3,000円）

懇親会のみ参加（10,000円）

（希望される方にご案をお送りいたします）

お申込み送信先：E-mail:office@asd-nsa.com

:FAX:044-829-2820


